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開催日時 平成 21 年 3 月 3 日（火） 
     13：30～15：15 
場  所 全学教育講義棟 103 番教室（１階） 
主  題 「学生による授業評価」からみた教
養セミナー評価と今後の展望 





















  「長崎大学教養セミナーの現状と課題」 









  出席者数：30 名 
外国語科目 
開催日時 平成 21 年 3 月 16 日（月） 
     13：30～16：15 
場  所  全学教育講義棟 207 番講義室 
     （第一部） 
          全学教育講義棟 205 番講義室 
     （第二部） 
主  題 「授業外課題の質と量の検討―自立
した学習者を求めて」 

















 出席者：  
プログラム 
 第１部：教育指導支援システム 
   (iPortfolioMaker)の実演・演習 
  司会進行 西原副委員長、井ノ上教員（大
教センター：評価ＦＤ部門助教）  
 第２部：「授業外課題の質と量の検討― 
    自立した学習者を求めて―」 
  司会進行 岡田教員（大教センター：評価
ＦＤ部門准教授）、西原副委員長 
出席者数：第一部 22 名  第二部 20 名 
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情報処理科目 
開催日時 平成 21 年 3 月 3 日（火） 
     13：30～14：50 
場  所 全学教育講義棟 104番教室（１階） 
主  題 「情報処理科目の現状と 
 今後について」 

















 司  会 






参加者数  計 22 名 
（文責 髙橋正克） 



























表 1 全学共通項目 







表 3 平成 20 年度の受付状況および実施状況 
 































受付件数 4,568 件 
印刷枚数 174,119 枚 
実施件数 3,677 件 
回収枚数 118,836 枚 
回収率(%) 68.2% 
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図 1 全学共通項目を含む授業評価の集計グラフ 
 
参考資料 
[1]  長崎大学公式ページ『大学点検・評価』→『学生による授業評価』： 
http://www.nagasaki-u.ac.jp/plan/pln_jug_hyoka.html 





 5 4 3 2 1 総数 
33,376 32,663 12,844 1,294 947 81,124 
設問 1 
41.1% 40.3% 15.8% 1.6% 1.2% 100.0% 
33,647 32,017 12,023 2,186 1,228 81,101 
設問 2 
41.5% 39.5% 14.8% 2.7% 1.5% 100.0% 
31,628 28,881 14,125 4,005 2,391 81,030 
設問 3 
39.0% 35.6% 17.4% 4.9% 3.0% 100.0% 
26,751 25,793 19,862 5,835 2,804 81,045 
設問 4 
33.0% 31.8% 24.5% 7.2% 3.5% 100.0% 
19,815 29,675 24,521 4,731 2,289 81,031 
設問 5 
24.5% 36.6% 30.3% 5.8% 2.8% 100.0% 
23,835 27,864 19,768 5,840 3,731 81,038 
設問 6 
29.4% 34.4% 24.4% 7.2% 4.6% 100.0% 
26,845 28,535 17,271 5,078 3,232 80,961 
設問 7 
33.2% 35.2% 21.3% 6.3% 4.0% 100.0% 








そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない4 3 2 1 5 
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３．平成 21 年に実施した「長崎大学ＦＤ」 
「長崎大学 FD」は全教員を対象として実施さ




3.1 第 48 回長崎大学 FD 「シラバスを書こう！
～学生の学習支援のツールとして」 






















(2)対 象 者 
参加を希望する全教職員（非常勤の教職員
を含む） 
(3)日  時 
2009 年 1 月 7日（水）13:00～15:30 


























(2)対 象 者 
平成 20 年 4 月 4日から平成 21 年 4 月 1日
までに長崎大学に新たに赴任した教職員 
(3)日  時 
平成 21 年 4 月 2日（木）13:00～17:10 

















片峰 茂 学長 
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(2)対 象 者 
平成 20 年 4 月 4日から平成 21 年 4 月 1日
までに長崎大学に新たに赴任した教職員 
(3)日  時 
平成 21 年 4 月 3日（金）12:00～17:00 







場  所 講  師 
薬学部①お薬の歴史資料館 




   ③下村 脩名誉博士 














場 所 講  師 
特別講演：高商 100 年と武藤文
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(2)対 象 者 
2009 年 4 月に着任した教員，その他参加を
希望する教員 
(3)日  時 
平成 21 年 7 月 29日（水）14:30～17:00 
(4)場  所 










































(2)対 象 者 
参加を希望する全教職員（非常勤の教職員
を含む） 
(3)日  時 
平成 21 年 9 月 7日（月），8日（火）， 
      10日（木） 
(4)場  所 































































































































































図 1 ポートフォリオへの情報の蓄積と分析 
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ークショップを平成 21 年 1月より 6ヶ月間で計
13 回開催した。各回の参加者数は表 1 の通りで
ある。表中の「外国語 FD」は，外国語科目委















表 1 ワークショップの実施状況 
 開催日 参加者数
第 1 回 平成 21 年 1 月 19 日 15 
第 2 回 平成 21 年 2 月 13 日 5 
第 3 回 平成 21 年 2 月 23 日 2 
第 4 回 平成 21 年 3 月 13 日 4 
外国語 FD 平成 21 年 3 月 16 日 21 
第 5 回 平成 21 年 3 月 27 日 3 
第 6 回 平成 21 年 4 月 28 日 1 
第 7 回 平成 21 年 5 月 12 日 1 
第 8 回 平成 21 年 5 月 25 日 4 
第 9 回 平成 21 年 6 月 5 日 6 
第 10 回 平成 21 年 6 月 12 日 2 
第 11 回 平成 21 年 6 月 19 日 0 
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図 4 教員向けマニュアル（全 80ページから一部抜粋） 
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の登録状況は，表 2 および表 3 に示すとおりで
ある。表 2 は累積登録者数で，教員 88名，学生







表 2 登録者数（平成 21 年 12月 22 日時点） 
  教員 学生 
学内 80 2,728 
学外 8 553 
計 88 3,281 
 
表 3 登録授業数（平成 21 年 12月 22 日時点） 
年度 学期 語学 ゼミ 情報 実技 他 計
2008 後期 19 3 9 4 2 37
前期 14 4 10 4 6 38
後期 11 1 12 13 8 452009
通期 0 1 0 0 1 2























































































































テ ム 」 お よ び ICT を 活 用 し た ツ ー ル
「iPortfolioMaker」の概要について紹介した。次
に，この「iPortfolioMaker」を利用するための支
援活動としてワークショップの実施，および教
員・学生への支援を取り上げ，それらの内容に
ついて詳述した。また，「iPortfolioMaker」への
登録状況についてまとめた。最後に，当部門の
研究活動の成果発表について報告した。 
今後も，「教育指導支援システム」の周知を進
めるとともに，開発・研究・支援を継続して行
っていく。 
（文責：丹羽量久・井ノ上憲司） 
 
 
